
平成 20 年 11 月 19 日 
 
久留米市長  江 藤 守 國 様 

 
久留米市田主丸地域審議会 
会 長  別 府 哲 英 

 
新市建設計画並びに地域振興基金に関する今後の事業の進捗について（答申） 

 
 平成 20 年 6 月 3 日付け 20 田地第 60 号で諮問のあった「新市建設計画並びに地域振興基金に関す

る今後の事業の進捗」について、当審議会において慎重に審議した結果、下記のとおり答申します。 
 
記 

 

１ 新市建設計画に関すること 

  新市建設計画主要事業については、厳しい財政状況の中で優先的に予算措置がなされ、おおむね

着実に進捗していると認められるが、来年度以降も合併協議を十分尊重しつつ、次の点に留意して

今後の事業進捗を図られたい。 
 
 (1) 特定環境保全公共下水道事業 

   特定環境保全公共下水道事業については、合併前の計画の全体スケジュールに準じて順調に進

捗していると認められるので、主要事業で措置したことを踏まえ、着実な推進を図られたい。 
   なお、財政状況を勘案し、費用対効果をより重視したものとなるよう、見直しも含めて当初の

整備計画を精査し、事業推進に努められたい。 
 
 (2) 水分小学校体育館改築事業 

   校舎や屋内運動場については、本年 3 月の国の通知や 5 月の中国四川省大地震を受け、児童

生徒の安全性確保の観点から、早期の耐震化率の向上が求められる。 
   しかし、水分小学校体育館改築事業をはじめとする学校施設改築等は、地域住民の期待も高く、

耐震性も確保できることになるので、新市建設計画に基づく主要事業であることを踏まえ、着実

な実施に努められたい。 
 

２ 地域振興基金に関すること 

  地域振興基金活用事業については、おおむね着実に進捗していると認められるが、次の点に留意

して今後の事業進捗を図られたい。 
 
 (1) みのうの里コミュニティづくり事業 

   みのうの里コミュニティづくり事業は、本年度までの 3 年間で、校区まちづくりの必要性や

校区コミュニティ制度の周知について効果があったと認められる。 
   しかし、コミュニティ審議会で校区コミュニティ制度への移行期の支援について審議されてい

ることもあり、審議結果に基づく支援措置を考慮し、本事業の見直しも検討されたい。 
 
 (2) みのう花あふれる里づくり事業 

   みのう花あふれる里づくり事業は、有線放送やチラシを活用した周知により、活用団体が増加

傾向にあると認められる。 
   今後は、過去の実績もあわせて周知するなどの工夫をこらし、活用団体のさらなる増加を図ら

れたい。 
 



 

平成 20 年 11 月 19 日 
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久留米市田主丸地域審議会 
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田主丸区域の振興に関することについて（提言） 

 
 地域審議会の設置に関する協議書第３条第２項の規定に基づき、田主丸区域の振興に関することに

ついて、下記のとおり提言します。 
 
記 

 
１ 竹野基盤整備事業における非農用地ついて 

  竹野第二土地改良区が実施する竹野基盤整備（県営ほ場整備）事業の中で、創設換地により非農

用地が設定され、主要事業の運動公園用地、農業集落排水事業の処理場用地のほか、ゆうかり学園

の移転が計画されている。 
  複数の事業が交錯し、難しい調整が必要であるが、関係者に不利益が生じることのないよう、十

分な調整を図られたい。 
 
２ 武徳館及びその周辺の整備について 

  武徳館（柔・剣道場）については、剣道場部分は平成元年に改築されているのに対し、柔道場部

分は、昭和 48 年建築で老朽化が著しいので、改築等を検討されたい。 
  また、武徳館前の市道は通学路であるが、幅員が狭く、国道 210 号線浮羽バイパスの事業進捗

に伴い交通量増加が見込まれるので、通学時の安全確保の観点から、市道の拡幅改良について検討

されたい。 
 
３ 船越小学校周辺駐車場について 

  船越小学校付近には、船越学童保育所、田主丸多目的グラウンド及び船越校区公民館があり、こ

れらで行事が開催されるときは、JA にじ船越支所跡地を駐車場として利用している。 
  しかし、船越支所跡地は売却が計画されており、売却後の周辺道路への不法駐車が懸念されるの

で、駐車場の確保を検討されたい。 
 
４ 田主丸学童保育所について 

  田主丸学童保育所は、田主丸地域で最大の児童数を有する田主丸小学校区の学童保育所であり、

164.95 ㎡の床面積で 94 名の保育を行っており、過密な状況である。 
  ついては、国のガイドラインを踏まえ、別棟の建築などによる分割の措置を検討されたい。 
 
５ JR たぬしまる駅南側乗降口について 

  JR たぬしまる駅の南側は、田主丸地域における最大の人口密集地帯であるが、駅には北側にし

か乗降口がないため、通勤・通学者は、最大で 500ｍ程度の迂回を強いられている状況である。 
  ついては、駅南側に乗降口を整備することについて、事前調査や JR と協議を実施のうえ、検討

されたい。 
 


